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土

肥

　

歩

は
じ
め
に

本
稿
は
、
中
国
広
東
省
で
活
動
し
て
い
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
長
老
教
会
宣
教
師
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ン
タ
ー
・
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル

（George﻿H
unter﻿M

cN
eur.

以
下
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
）
の
日
記
を
用
い
て
、
日
露
戦
争
末
期
の
京
都
・
神
戸
・
大
阪
の
様
子
を
紹

介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
は
一
八
七
四
年
一
二
月
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
出
生
し
、
一
九
〇
一
年
末
に

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
長
老
教
会
の
宣
教
師
の
一
人
と
し
て
広
東
省
に
派
遣
さ
れ
、
以
後
一
九
三
八
年
ご
ろ
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
に

従
事
し
た
人
物
で
あ
る（

１
（

。

本
稿
と
関
連
す
る
先
行
研
究
は
二
種
類
存
在
す
る
。
一
つ
は
、
日
露
戦
争
時
期
の
銃
後
の
社
会
や
民
衆
の
動
向
に
焦
点
を
当
て
た

研
究
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、新
聞
資
料
に
依
拠
し
つ
つ
、日
清
戦
争
と
日
露
戦
争
の
推
移
を
庶
民
の
視
点
か
ら
論
じ
た
大
濱
徹
也（

（
（

、『
京

都
府
日
露
時
局
記
事
』
を
用
い
て
地
域
経
済
の
動
向
を
論
じ
た
藤
井
松
一
、
行
政
文
書
や
新
聞
資
料
か
ら
京
都
の
社
会
的
変
容
を
考

察
し
た
竹
本
知
行
、
さ
ら
に
幻
灯
機
の
映
写
活
動
か
ら
メ
デ
ィ
ア
の
転
換
点
を
論
じ
た
上
田
学
の
研
究
な
ど
が
あ
る（

（
（

。
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〇
四

も
う
一
つ
は
、
日
露
戦
争
時
期
と
外
国
人
を
め
ぐ
る
研
究
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
中
村
健
之
介
は
幕
末
に
来
日
し
た
ハ
リ
ス
ト
ス

正
教
会
の
大
主
教
ニ
コ
ラ
イ
（N

ikolai

）
の
日
記
を
手
掛
か
り
に
、
日
露
戦
争
中
の
ニ
コ
ラ
イ
の
葛
藤
や
受
難
の
様
子
を
紹
介
し

て
い
る（

（
（

。
ま
た
、
小
泉
凡
の
研
究
で
は
小
泉
八
雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
。Lafcadio﻿H

earn

）
が
最
晩
年
に
行
っ
た
日
露

戦
争
中
の
言
論
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
近
年
で
は
、
日
本
政
府
が
日
清
・
日
露
戦
争
中
に
行
っ
た
外
国
人
従
軍
に
対
す
る
各

種
規
制
の
実
態
に
迫
っ
た
石
本
理
彩
の
研
究
が
注
目
さ
れ
る（

（
（

。

し
か
し
、
前
者
の
研
究
で
は
同
時
代
の
外
国
語
資
料
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
後
者
の
研
究
で
は
交
戦
国
の
外

国
人
、
従
軍
記
者
、
さ
ら
に
は
著
名
な
日
本
研
究
者
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
研
究
対
象
と
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
外
国
人
が
残
し
た
記
録
に
着
目
し
、
そ
こ
に
残
さ
れ
た
記
録
の
紹
介
や
史
料
的
性
格
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
長
老
教
会
の
宣
教
師
と
し
て
広
東
省
で
活
動
し
て
い
た
マ
ク

ニ
ュ
ー
ル
の
関
連
資
料
に
着
目
す
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
タ
ゴ
大
学
ホ
ッ
ク
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
所
蔵
す
る
『
マ
ク
ニ
ュ
ー

ル
家
族
文
書
（M

cN
eur Fam

ily: Papers
）』
に
は
一
九
〇
五
年
八
月
か
ら
九
月
ま
で
の
日
本
旅
行
の
様
子
を
記
述
し
た
日
記
（
請

求
記
号　

M
S-1007-006/009

）
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
日
露
戦
争
中
の
外
国
人
の
動
向
や
民
衆
生
活
を
知
る
う
え
で
重
要
な
手
掛

か
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
第
一
章
で
は
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
の
日
本
訪
問
に
関
す
る
概
要
を
紹
介
す
る
。
つ
づ
く
第
二
章
で
は
、
日
記
を
通
じ
て
戦
時

下
の
社
会
を
復
元
す
る
。
そ
し
て
第
三
章
で
は
日
露
戦
争
終
結
前
後
の
様
子
を
紹
介
す
る（

（
（

。

な
お
、
日
記
の
記
述
を
逐
語
訳
し
た
場
合
は
本
文
中
に
原
文
を
、
そ
れ
以
外
で
重
要
な
場
合
は
注
に
原
文
を
付
し
た
。
さ
ら
に
日

記
の
日
付
は
本
文
中
の
丸
括
弧
内
に
表
記
し
た
。
た
だ
し
、
日
記
の
判
読
に
は
さ
ら
に
時
間
を
要
す
る
う
え
に
、
本
稿
執
筆
段
階
で

十
分
に
確
認
で
き
な
か
っ
た
事
実
関
係
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
た
め
、
本
稿
は
発
展
的
な
研
究
に
向
け
て
の
試
論
で
あ
る
こ
と
を
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一
〇
五

ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

第
一
章	　

日
本
訪
問
の
概
要

第
一
節	

日
本
訪
問
の
経
緯
と
同
行
者

マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
の
日
本
訪
問
は
休
暇
を
目
的
と
し
て
計
画
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
家
族
文
書
』
に
お
さ
め
ら

れ
た
一
九
〇
三
年
か
ら
一
九
〇
五
年
ま
で
の
日
記
（M

S-1007-009/002,﻿M
S-1007-009/003

）
に
よ
れ
ば
、
北
米
長
老
教
会
ミ
ッ

シ
ョ
ン
宣
教
師
の
ボ
ッ
グ
ス
（J.﻿J.﻿Boggs

）
と
「
日
本
に
つ
い
て
の
話
」
を
し
た
と
の
記
述
が
一
九
〇
五
年
四
月
二
〇
日
に
あ
り
、

こ
の
こ
ろ
か
ら
日
本
渡
航
を
計
画
し
始
め
た
よ
う
で
あ
る（

（
（

。
六
月
五
日
に
は
ボ
ッ
グ
ス
と
日
本
に
つ
い
て
話
し
、「
座
席
を
予
約
す

る
予
定
」
と
あ
る
た
め
、
船
便
の
手
配
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る（

（
（

。
そ
し
て
、
日
本
渡
航
の
計
画
を
立
て
て
い
る
と
き
に
、

マ
カ
オ
で
活
動
し
て
い
た
カ
ナ
ダ
長
老
教
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
宣
教
師
の
マ
ッ
ケ
イ
（W

.﻿R.﻿M
ackay.

日
記
で
はM

cK
ay

と
表
記
さ

れ
る
）
夫
妻
も
同
行
を
希
望
し
た
よ
う
で
あ
る（

（1
（

。

た
だ
し
、
日
本
訪
問
は
一
時
的
に
延
期
さ
れ
た
。
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
の
同
僚
で
あ
っ
た
モ
ー
ソ
ン
（W

.﻿M
aw

son

）
に
よ
れ
ば
、

マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
と
そ
の
妻
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
（M

argaret.

日
記
で
はM

aggie

も
し
く
はM

ag

と
表
記
さ
れ
る
）
は
七
月
四
日
に
広

州
を
出
発
し
、
日
本
で
「
数
週
間
の
休
暇
」
を
過
ご
そ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
六
月
二
八
日
に
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
が
マ
ラ
リ
ア
に
罹
患

し
た
た
め
、
渡
航
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
、
と
す
る（

（1
（

。
し
か
し
、
同
行
者
の
ボ
ッ
グ
ス
は
七
月
四
日
に
先
に
日
本
へ
出
発
し
て

い
る（

（1
（

。
そ
の
後
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
は
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
容
体
回
復
を
う
け
て
、
日
本
渡
航
を
決
断
し
た
も
の
の
、
広
州
と
香
港
を
つ
な
ぐ
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一
〇
六

汽
船
の
乗
降
に
際
し
て
も
「
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
夫
人
を
簡
易
ベ
ッ
ド
で
運
ん
だ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
彼
女
の
体
調
は
万
全
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
は
日
本
で
彼
女
の
療
養
を
行
お
う
と
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う（

（1
（

。
以
上
の
経
緯
か
ら
、
日
本
渡
航

の
目
的
が
「
数
週
間
の
休
暇
」
で
あ
り
、
妻
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
病
気
療
養
も
兼
ね
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
が
、
広
東
省
で
の
伝
道
活
動
を
始
め
て
以
来
、
日
本
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ま

ず
、
日
露
戦
争
が
勃
発
し
た
一
報
を
受
け
た
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
は
、「
絶
対
に
日
本
の
側
に
立
つ
」
と
記
し
て
い
る（

（1
（

。
次
に
、
彼
が
活

動
し
て
い
た
広
東
省
の
農
村
に
は
日
本
に
滞
在
経
験
の
あ
る
中
国
人
が
住
ん
で
お
り（

（1
（

、
そ
の
よ
う
な
人
物
が
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
に
日

本
の
様
子
を
語
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
広
州
の
郊
外
に
居
住
し
て
い
た
日
本
人
僧
侶
の
も
と
を
訪
れ
、
そ
の

通
訳
と
言
葉
を
交
わ
し
て
い
る（

（1
（

。
会
話
の
内
容
や
日
本
人
僧
侶
の
素
性
は
不
明
で
あ
る
が
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
が
日
本
に
関
す
る
情

報
を
伝
え
聞
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
休
暇
を
利
用
し
た
日
本
渡
航
の
背
後
に
は
、
日
本
に
対
す
る
興
味
関
心
が

存
在
し
た
と
も
解
釈
で
き
る
。

次
に
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
の
日
本
旅
行
の
同
行
者
に
つ
い
て
改
め
て
整
理
す
る
と
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
の
妻
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
、
ボ
ッ
グ

ス
夫
妻
、
マ
ッ
ケ
イ
夫
妻
、
さ
ら
に
ウ
ェ
ス
レ
ー
派
ミ
ッ
シ
ョ
ン
宣
教
師
の
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（W

.﻿J.﻿A
nderson

）
夫
妻
の
合
計
八

人
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
ボ
ッ
グ
ス
氏
に
つ
い
て
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
は
広
州
郊
外
の
あ
る
村
を
訪
れ
た
時
、「
そ
の
村
で
豚

毛
の
会
社
を
経
営
し
、日
本
に
住
ん
で
い
た
こ
と
の
あ
る
ロ
ー
と
い
う
男
性
に
あ
っ
た
。
ボ
ッ
グ
ス
氏
と
彼
は
日
本
語
で
会
話
し
た
」

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、彼
が
日
本
語
を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

（1
（

。
ま
た
、神
戸
港
に
到
着
し
て
ボ
ッ

グ
ス
と
マ
ッ
ケ
イ
が
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
一
行
を
出
迎
え
た
際
、「
彼
ら
と
会
い
、
ボ
ッ
グ
ス
氏
の
経
験
の
助
け
を
借
り
る
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
か
っ
たD

elighted﻿to﻿see﻿them
﻿&

﻿have﻿the﻿benefit﻿of﻿M
r.﻿Boggs’﻿experience.

」
と
す
る
よ
う
に
、
ボ
ッ
グ
ス

の
経
験
（
お
そ
ら
く
日
本
語
の
能
力
）
を
頼
り
に
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
（A

ug.﻿8

）。
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一
〇
七

な
お
、
日
記
に
登
場
す
る
在
日
外
国
人
や
宣
教
師
の
経
歴
調
査
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

第
二
節	
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
の
日
本
滞
在
日
程

マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
の
日
記
に
依
拠
す
れ
ば
、
そ
の
活
動
記
録
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る（

（1
（

。

八
月　

一
日　

香
港
か
ら
上
海
に
向
け
て
出
発
す
る
。

八
月　

三
日　

上
海
に
一
時
寄
港
。

八
月　

六
日　

長
崎
港
に
到
着
。

八
月　

八
日　

神
戸
港
に
到
着
。
ボ
ッ
グ
ス
氏
と
マ
ッ
ケ
イ
氏
が
出
迎
え
る
。

電
車
に
乗
っ
て
三
田
に
向
か
う
。
人
力
車
で
有
馬
温
泉
に
向
か
い
、
清
水
ホ
テ
ル
に
投
宿
す
る
。

八
月　

九
日　

有
馬
温
泉
周
辺
を
観
光
。
金
泉
や
太
鼓
滝
を
見
る
。

八
月
一
〇
日　

ボ
ッ
グ
ス
氏
や
女
性
た
ち
と
売
店
を
め
ぐ
り
、
古
い
公
園
を
歩
く
。

八
月
一
一
日　

午
前
、
三
田
か
ら
電
車
に
乗
る
。

福
知
山
で
乗
り
換
え
舞
鶴
駅
到
着
。
宮
津
に
移
動
し
、
天
橋
立
を
見
物
、
ホ
テ
ル
投
宿
。

八
月
一
二
日　

知
恩
寺
、
妙
見
山
を
観
光
。

午
前
一
〇
時
四
〇
分
、
宿
を
引
き
払
い
、
有
馬
に
戻
る
。

八
月
一
三
日　

午
前
一
〇
時
、
礼
拝
に
参
加
す
る
。
夜
、
礼
拝
に
参
加
す
る
。

八
月
一
四
日　

有
馬
周
辺
で
山
登
り
。
外
国
人
と
交
流
。

八
月
一
五
日　

有
馬
周
辺
を
散
策
。
午
後
五
時
、
山
登
り
。



在
華
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
日
記
に
見
え
る
日
露
戦
争
末
期
の
京
都
・
神
戸
・
大
阪
﻿

一
〇
八

八
月
一
六
日　

有
馬
周
辺
を
散
策
。
夜
、
祈
祷
集
会
に
参
加
。

八
月
一
七
日　

読
書
な
ど
で
過
ご
す
。
夕
方
、
公
園
に
出
か
け
る
。

八
月
一
八
日　

ボ
ッ
グ
ス
氏
、
マ
ッ
ケ
イ
氏
と
と
も
に
住
吉
か
ら
三
宮
に
出
る
。

八
月
一
九
日　

午
前
お
よ
び
午
後
、
周
辺
を
散
策
。

八
月
二
〇
日　

午
前
一
〇
時
、
礼
拝
に
出
席
。
午
後
、
説
教
を
行
う
。

八
月
二
一
日　

周
辺
を
散
策
。

八
月
二
二
日　

周
辺
を
散
策
、
山
登
り
。

八
月
二
三
日　

山
登
り
。

八
月
二
四
日　

午
前
九
時
四
五
分　

住
吉
か
ら
電
車
で
三
宮
へ
向
か
う
。
書
店
で
買
い
物
。

八
月
二
五
日　

午
前
、
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
著
作
を
読
む
。
午
後
、
周
辺
を
散
策
。

八
月
二
六
日　

聖
書
の
学
習
。
周
辺
を
散
策
。

八
月
二
七
日　

礼
拝
に
出
席
。

八
月
二
八
日　

ボ
ッ
グ
ス
氏
、
マ
ッ
ケ
イ
氏
と
と
も
に
生
瀬
駅
か
ら
大
阪
へ
向
か
う
。

書
店
で
買
い
物
。

八
月
二
九
日　

頭
痛
の
た
め
静
養
。
午
後
、
六
甲
山
に
登
る
。

八
月
三
〇
日　

買
い
物
。
祈
祷
集
会
。

八
月
三
一
日　

散
策
。
六
甲
山
に
登
る
。

九
月　

一
日　

聖
書
の
学
習
。
中
国
語
の
勉
強
。
散
策
。
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一
〇
九

九
月　

二
日　

午
前
六
時
、
朝
食
。
そ
の
後
、
六
甲
山
を
越
え
て
神
戸
へ
向
か
う
。

住
吉
か
ら
電
車
で
三
宮
へ
向
か
う
。
買
い
物
と
食
事
。

中
国
へ
向
か
う
ボ
ッ
グ
ス
夫
妻
と
マ
ッ
ケ
イ
夫
妻
に
別
れ
を
告
げ
る
。

九
月　

三
日　

礼
拝
に
出
席
。
稲
荷
山
に
登
る
。

九
月　

四
日　

散
策
、
聖
書
の
学
習
。
読
書
。
午
後
四
時
、
山
登
り
。

九
月　

五
日　

勉
強
、
読
書
、
山
登
り
、
神
社
訪
問
。

九
月　

六
日　

散
策
、
聖
書
の
学
習
。

九
月　

七
日　

聖
書
の
学
習
。
散
策
。

九
月　

八
日　

滝
の
見
物
。
炭
酸
泉
を
見
学
。

九
月　

九
日　

生
瀬
駅
か
ら
大
阪
へ
向
か
う
。
書
店
で
買
い
物
。

九
月
一
〇
日　

説
教
を
行
う
。

九
月
一
一
日　

聖
書
の
学
習
。

九
月
一
二
日　

温
泉
ま
で
歩
く
。
午
後
、
散
策
。

九
月
一
三
日　

読
書
。

九
月
一
四
日　

聖
書
の
学
習
と
お
祈
り
。
マ
ッ
キ
ル
ワ
イ
ン
（M

cIlw
aine

）
氏
と
山
登
り
。

九
月
一
五
日　

荷
造
り
。
午
後
、
散
策
。

九
月
一
六
日　

午
前
八
時
一
五
分
、
清
水
ホ
テ
ル
を
出
発
す
る
。

生
瀬
駅
か
ら
電
車
に
乗
り
神
戸
に
到
着
す
る
。
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華
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一
一
〇

九
月
一
七
日　

午
後
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
氏
と
と
も
に
乗
船
す
る
。

当
日
の
出
港
が
取
り
や
め
と
な
り
、
ホ
テ
ル
に
投
宿
。

九
月
一
八
日　

出
港

九
月
二
六
日　

午
後
三
時
半
、
九
龍
に
到
着
。

九
月
二
七
日　

広
州
到
着
。
同
僚
の
モ
ー
ソ
ン
夫
妻
の
出
迎
え
を
受
け
る
。

第
二
章	　

日
記
に
見
え
る
戦
時
下
の
京
都
・
神
戸
・
大
阪

第
一
節	

銃
後
の
社
会
と
民
衆
の
生
活

で
は
、
八
月
六
日
か
ら
九
月
一
八
日
に
至
る
日
本
滞
在
中
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
は
そ
の
社
会
の
様
子
を
ど
の
よ
う
に
描
写
し
た
の
か
。

日
記
の
各
所
に
は
軍
事
施
設
や
出
征
の
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
天
橋
立
観
光
を
終
え
て
、
鉄
道
で
三
田
駅
に
戻
る
途
中
、「
福
知
山
で
大
勢
の
兵
士
た
ち
が
鉄
道
に
乗
っ
て
前
線
に
向
か

お
う
と
す
る
の
を
見
か
け
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
駅
で
は
旗
が
振
ら
れ
て
い
たA

t﻿Fukuchiyam
a﻿saw

﻿a﻿regim
ent﻿of﻿soldiers﻿

boarding﻿a﻿train﻿to﻿go﻿to﻿the﻿front﻿&
﻿at﻿m

any﻿of﻿the﻿stations﻿flags﻿w
ere﻿flying.

」
と
書
き
記
す
（A

ug.﻿12

）。
福
知

山
町
（
現
在
の
福
知
山
市
）
に
は
第
二
〇
歩
兵
連
隊
（
福
知
山
連
隊
）
の
本
部
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
連
隊
は
一
八
八
五
年
五
月

に
編
成
さ
れ
、
日
清
戦
争
後
は
第
一
〇
師
団
歩
兵
第
二
〇
旅
団
に
属
し
て
い
た（

（1
（

。
一
九
〇
四
年
二
月
一
〇
日
の
宣
戦
布
告
の
後
、

同
連
隊
は
五
月
に
は
遼
東
半
島
に
上
陸
し
、
柝
木
城
周
辺
で
の
戦
闘
（
一
九
〇
四
年
七
月
）、
遼
陽
会
戦
（
一
九
〇
四
年
八
月
末
）、

沙
河
会
戦
（
一
九
〇
四
年
一
〇
月
）
な
ど
に
参
加
し
た
。
そ
し
て
奉
天
会
戦
（
一
九
〇
五
年
二
月
か
ら
三
月
）
の
後
は
、
ロ
シ
ア
軍
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華
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一
一
一

の
南
下
に
備
え
て
奉
天
市
南
東
部
に
駐
屯
し
て
い
た（

（2
（

。
日
記
に
見
え
る
記
述
は
、
こ
の
連
隊
に
配
属
さ
れ
る
補
充
兵
の
出
征
の
様

子
と
思
わ
れ
る
。

八
月
一
四
日
に
は
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
と
有
馬
温
泉
付
近
を
散
策
し
て
い
た
時
、「
前
線
に
向
か
う
数
人
の
有
馬
の
兵
士
た
ち
を
見
送
っ

て
い
た
群
衆
に
出
会
っ
たM

et﻿a﻿crow
d﻿of﻿people﻿w

ho﻿had﻿been﻿seeing﻿som
e﻿A

rim
a﻿soldiers﻿off﻿for﻿the﻿front.

」
と

し
て
い
る
。
そ
の
日
の
午
後
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
は
ボ
ッ
グ
ス
と
神
社
の
境
内
の
様
子
を
観
察
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
、「〔
前
略
〕
二

人
の
兵
士
が
や
っ
て
き
て
、
神
の
注
意
を
ひ
く
た
め
に
ガ
ラ
ガ
ラ
〔
鈴
緒
か
〕
を
鳴
ら
し
、
願
掛
け
を
行
っ
たA

﻿bundle﻿of﻿

large﻿rattles﻿in﻿front﻿of﻿door﻿w
ith﻿rope﻿suspended.﻿W

hile﻿w
e﻿w

ere﻿there﻿tw
o﻿soldiers﻿cam

e﻿up﻿&
﻿shaking﻿the﻿

rattles﻿to﻿attract﻿the﻿god’s﻿attention,﻿m
ade﻿their﻿petitions

」
と
す
る
（A

ug.﻿14

）。

最
後
に
、
大
阪
訪
問
で
も
同
様
の
記
述
は
見
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、「
大
阪
へ
の
三
等
車
両
は
三
三
銭
。
帝
国
で
二
番
目
の
、
そ

の
大
都
市
に
時
間
通
り
に
到
着
す
る
と
満
洲
に
む
か
う
兵
士
と
ウ
マ
を
乗
せ
た
軍
用
列
車
が
出
発
す
る
の
を
見
か
け
たT

hird-

class﻿to﻿O
saka﻿33﻿sen.﻿A

rrived﻿at﻿that﻿great﻿city﻿—
﻿second﻿in﻿em

pire﻿—
﻿just﻿in﻿tim

e﻿to﻿see﻿a﻿troop﻿train﻿leave﻿

w
ith﻿soldiers﻿&

﻿horses﻿for﻿M
anchuria.

」（A
ug.﻿28

）。
九
月
九
日
も
「
鉄
道
で
大
阪
へ
。
そ
し
て
再
び
時
間
通
り
に
到
着
す

る
と
、
軍
用
列
車
の
出
発
を
見
か
け
たRail﻿to﻿O

saka﻿&
﻿again﻿arrived﻿just﻿in﻿tim

e﻿to﻿see﻿a﻿troop﻿train﻿depart.

」（Sep.﻿

9

）
と
し
て
い
る
。

後
述
の
通
り
、
八
月
一
〇
日
に
は
ポ
ー
ツ
マ
ス
で
講
和
会
議
が
始
ま
り
、
戦
争
終
結
に
向
け
て
の
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
最
前
線
の
歩
兵
第
二
〇
連
隊
が
ロ
シ
ア
軍
と
休
戦
協
定
を
結
ぶ
の
は
九
月
一
三
日
の
こ
と
で
あ
り（

（2
（

、
銃
後
の
社
会
や
出
征

兵
士
に
と
っ
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
と
い
え
る
。

マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
の
日
記
に
は
負
傷
兵
の
描
写
も
見
ら
れ
る
。
有
馬
温
泉
に
到
着
し
た
ば
か
り
の
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
は
「
数
百
人
の
日
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華
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
日
記
に
見
え
る
日
露
戦
争
末
期
の
京
都
・
神
戸
・
大
阪
﻿

一
一
二

本
人
兵
士
が
ロ
シ
ア
の
弾
丸
か
ら
〔
マ
マ
〕
回
復
す
る
ま
で
こ
こ
に
宿
営
し
て
い
るSeveral﻿hundreds﻿of﻿Japanese﻿soldiers﻿

are﻿quartered﻿here﻿until﻿they﻿recover﻿from
﻿the﻿Russian﻿bullets.

」
と
、
数
百
人
の
負
傷
兵
が
有
馬
温
泉
に
滞
在
し
て
い

る
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
（A

ug.﻿8

）。
有
馬
温
泉
滞
在
中
の
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
は
日
常
的
に
負
傷
兵
を
目
に
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
で
き
る
が
、
そ
の
後
の
記
述
で
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

つ
づ
い
て
、
民
衆
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
も
、
日
記
に
若
干
の
言
及
が
あ
る
。
一
九
〇
四
年
二
月
に
宣
戦
布
告
が
行
わ
れ
る
と
、

そ
の
翌
月
に
召
集
さ
れ
た
臨
時
帝
国
議
会
は
非
常
特
別
税
法
を
可
決
す
る
。
こ
の
法
律
の
目
的
は
増
税
に
よ
っ
て
戦
費
を
獲
得
す
る

こ
と
に
あ
り
、
地
租
、
営
業
税
、
所
得
税
、
酒
税
、
砂
糖
消
費
税
、
醤
油
税
、
登
録
税
、
印
紙
税
、
関
税
な
ど
が
増
徴
さ
れ
た
。
翌

年
一
月
に
は
非
常
特
別
税
法
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に
通
行
税
と
相
続
税
の
新
設
と
塩
専
売
が
決
定
さ
れ
た（

（2
（

。
こ
れ
に
加
え
て
、
一

九
〇
四
年
か
ら
一
九
〇
五
年
に
か
け
て
合
計
五
回
の
国
債
発
行
が
行
わ
れ
る
と
同
時
に（

（2
（

、
物
資
の
徴
発
に
よ
る
日
用
生
活
品
の
不

足
や
、
増
税
に
よ
る
食
糧
品
な
ど
生
活
必
需
品
の
高
騰
が
民
衆
生
活
を
圧
迫
す
る
こ
と
と
な
っ
た（

（2
（

。

管
見
の
限
り
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
は
民
衆
の
生
活
苦
に
関
し
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
二
つ
だ
け
紹
介
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
天
橋
立
に

向
か
う
た
め
に
鉄
道
に
乗
車
し
た
と
き
に
、「
私
た
ち
は
い
つ
も
数
セ
ン
ト
を
戦
争
税
と
し
て
鉄
道
運
賃
に
上
乗
せ
し
たA

﻿few
﻿

cents﻿w
e﻿alw

ays﻿added﻿to﻿railw
ay﻿fare﻿as﻿w

ar﻿tax.

」
と
し
た
記
述
で
あ
る
（A

ug.﻿11

）。
も
う
一
つ
は
、
三
宮
市
内
で
文

房
具
店
を
経
営
す
る
広
東
出
身
の
中
国
人
に
出
会
っ
て
言
葉
を
交
わ
し
た
と
き
、「
彼
は
戦
争
の
結
果
起
こ
っ
た
不
景
気
を
強
く
嘆

い
たFound﻿a﻿Cantonese﻿stationary﻿shop﻿&

﻿had﻿a﻿talk﻿w
ith﻿the﻿proprietor.﻿H

e﻿deplored﻿very﻿m
uch﻿the﻿hard﻿

tim
es﻿consequent﻿on﻿the﻿w

ar.

」
と
し
た
記
述
で
あ
る
（A

ug.﻿18
）。

た
だ
し
、
彼
が
民
衆
へ
の
視
点
を
欠
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
政
府
の
民
衆
に
対
す
る
締
め
付
け
に
興
味
関
心
を
寄
せ
て
い
た

と
考
え
る
ほ
う
が
正
確
だ
ろ
う
。
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
は
「
日
本
で
は
、
政
府
が
す
べ
て
の
ホ
テ
ル
や
寄
宿
舎
に
お
い
て
、
肺
病
の
た
め
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一
一
三

に
た
ん
壺
を
置
く
べ
き
で
あ
る
と
要
求
し
て
い
る
。〔
中
略
〕
政
府
は
結
核
の
損
害
を
な
く
す
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
世
界
で
日
本
の
そ
れ
ほ
ど
干
渉
主
義
的
な
政
府
は
存
在
し
な
い
だ
ろ
う
。
国
民
が
愛
国
的
で
「
バ
ン
ザ
イ
」
を
叫
ぶ
の

も
不
思
議
で
は
な
い
。In﻿all﻿hotels﻿&

﻿boarding﻿houses﻿in﻿Japan﻿the﻿Govt﻿requires﻿that﻿spit

［t

］oons﻿shall﻿be﻿placed﻿

for﻿the﻿use﻿of﻿consum
ptions﻿[

…]﻿T
he﻿Govt﻿is﻿doing﻿w

hat﻿it﻿can﻿to﻿decrease﻿the﻿ravages﻿of﻿tuberculosis.﻿Perhaps﻿

there﻿is﻿no﻿m
ore﻿paternal﻿Govt﻿in﻿the﻿w

orld﻿than﻿that﻿of﻿Japan.﻿N
o﻿w

onder﻿the﻿people﻿are﻿patriotic﻿&
﻿shout﻿

“Banzai!”

」
と
し
て
い
る
（A

ug.﻿18

）。
一
九
〇
四
年
に
政
府
が
制
定
し
た
「
肺
結
核
予
防
に
関
す
る
件
」
に
は
結
核
の
感
染
予
防

の
た
め
に
公
共
施
設
に
た
ん
壺
を
設
置
す
る
規
定
が
あ
っ
た（

（2
（

。
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
は
神
戸
で
見
か
け
た
た
ん
壺
か
ら
、
政
府
の
「
干

渉
主
義
的
な
」
側
面
を
看
取
し
た
の
だ
ろ
う
。

第
二
節	

警
察
に
よ
る
監
視
と
保
護

こ
の
よ
う
に
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
の
日
記
は
戦
時
下
の
社
会
の
様
子
に
つ
い
て
の
理
解
を
描
写
し
て
い
る
が
、
日
記
の
端
々
に
警
察

官
が
頻
繁
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

た
と
え
ば
、
天
橋
立
観
光
を
終
え
た
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
一
行
が
ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ホ
テ
ル
の
周
辺
を
散
策
し

て
い
る
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
服
装
を
し
た
一
人
の
男
性
が
私
た
ち
と
出
会
い
、
警
官
で
あ
る
と
自
己
紹
介
し
たA

﻿m
an﻿dressed﻿

in﻿European﻿clothes﻿m
et﻿us﻿&

﻿introduced﻿him
self﻿as﻿a﻿policem

an.

」
と
い
う
記
述
が
見
え
る
（A

ug.﻿11

）。
翌
日
も
天

橋
立
観
光
に
つ
い
て
の
記
述
は
続
く
。
そ
の
際
、
天
橋
立
に
生
え
て
い
る
松
の
木
の
枝
が
折
れ
た
理
由
に
つ
い
て
「
茶
屋
の
主
人
は

も
や
が
そ
の
上
に
座
っ
て
折
れ
た
と
言
っ
た
が
の
ち
に
私
た
ち
の
友
人
で
あ
る
警
察
官
は
風
に
よ
っ
て
折
れ
た
の
だ
と
告
げ
たO

n﻿

the﻿point﻿from
﻿w

hich﻿w
e﻿looked﻿w

as﻿an﻿old﻿pine﻿w
ith﻿a﻿lim

b﻿feebly﻿broken﻿off.﻿T
he﻿tea﻿house﻿m

an﻿said﻿the﻿
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一
一
四

m
ist﻿sat﻿upon

［?

］it﻿&
﻿broke﻿it﻿off,﻿but﻿later﻿our﻿friend﻿the﻿policem

an﻿told﻿us﻿it﻿had﻿been﻿broken﻿by﻿the﻿w
ind.

」

と
い
う
記
述
が
見
え
る
（A

ug﻿12

）。
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
が
“the﻿policem

an

”
と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
日
に
登
場
し
た
警
察

官
を
指
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
両
日
の
記
述
か
ら
、
天
橋
立
観
光
中
は
警
察
官
が
同
行
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

で
は
、
戦
時
下
の
京
都
で
は
外
国
人
は
ど
の
よ
う
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
の
か
。
藤
井
や
竹
本
の
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

た
『
京
都
府
日
露
時
局
記
事
』
に
よ
れ
ば
、
京
都
府
内
に
は
舞
鶴
軍
港
、
伏
見
と
福
知
山
の
軍
事
施
設
、
宇
治
の
火
薬
製
造
所
な
ど

「
軍
事
上
の
機
密
に
属
す
る
も
の〔
以
下
、本
稿
で
は
原
文
の
片
仮
名
表
記
を
ひ
ら
が
な
表
記
に
改
め
た
う
え
で
、句
読
点
を
付
し
た
〕」

が
存
在
す
る
た
め
、
こ
の
地
方
に
滞
在
も
し
く
は
往
来
す
る
人
物
が
敵
国
に
情
報
を
流
さ
な
い
よ
う
に
未
然
に
防
ぐ
必
要
が
あ
っ
た

と
い
う
。
そ
の
う
え
で
、
次
の
よ
う
指
摘
す
る
。

�

又
開
戦
後
漸
く
日
を
経
る
に
至
り
て
は
、
外
国
人
殊
に
上
海
在
住
の
外
人
を
敵
国
に
於
て
買
収
し
我
国
情
を
探
ら
ん
と
す
る
の
計

画
を
な
し
つ
つ
あ
り
と
の
こ
と
な
り
し
か
ば
、
避
暑
若
く
は
観
光
を
名
と
す
る
外
国
人
に
対
し
て
も
、
注
意
視
察
せ
し
む
る
こ
と

と
せ
り（

（2
（

。

マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
は
「
上
海
在
住
の
外
人
」
に
該
当
し
な
い
が
、
上
海
を
経
由
し
て
日
本
に
来
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
警
察
は
諜
報

活
動
を
行
っ
て
ロ
シ
ア
に
情
報
を
提
供
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
外
国
人
と
し
て
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
も
監
視
の
対
象
と
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
現
地
の
警
察
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
外
国
人
は
監
視
の
対
象
で
あ
る
と
同
時
に
保
護
の
対
象
で
も
あ
っ
た
。『
京
都
府
日

露
時
局
記
事
』
は
ロ
シ
ア
人
や
ロ
シ
ア
と
親
交
の
あ
っ
た
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
人
に
対
し
て
「
不
穏
の
行
動
を
な
す
者
」
が
い
な
い
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五

と
は
言
え
な
か
っ
た
た
め
、
戦
争
勃
発
前
か
ら
京
都
に
居
住
し
て
い
た
外
国
人
や
「
戦
時
中
観
光
其
他
の
為
め
来
京
せ
る
外
人
に
は

直
接
間
接
に
警
戒
保
護
を
加
へ
た
」
結
果
、「
幸
に
し
て
事
な
き
を
得
た
り
」
と
報
告
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
国
民
に
対

し
て
「
徒
ら
に
外
国
人
に
暴
行
を
企
つ
る
が
如
き
は
野
蛮
の
風
習
に
し
て
文
明
国
人
の
敢
て
為
す
べ
き
こ
と
に
あ
ら
ざ
る
を
示
し
以

て
自
重
心
を
惹
起
せ
し
む
る
こ
と
に
努
め
」
た
こ
と
と
「
警
戒
保
護
の
厚
か
」
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る（

（2
（

。

も
ち
ろ
ん
、『
京
都
府
日
露
時
局
』
に
は
「
真
の
観
光
客
に
不
安
の
念
」
を
与
え
な
い
よ
う
に
注
意
を
喚
起
し
た
と
も
あ
り（

（2
（

、
天

橋
立
で
あ
っ
た
警
察
官
も
外
国
人
と
の
接
触
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
観
光
目
的
で
あ
っ
て

も
京
都
へ
の
外
国
人
の
往
来
は
監
視
と
保
護
の
対
象
と
さ
れ
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
た
ち
の
行
動
に
制
限
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。

な
お
、
警
察
官
に
つ
い
て
の
描
写
は
天
橋
立
観
光
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
八
月
二
八
日
に
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
一
行
は
大
阪
の
駅
の
ホ
ー

ム
で
満
洲
に
出
征
す
る
兵
士
を
目
撃
す
る
。
す
る
と
「
そ
の
後
、
一
人
の
警
察
官
が
や
っ
て
き
て
、
も
し
私
た
ち
が
軍
隊
の
移
動
を

観
察
し
た
な
ら
名
前
と
住
所
を
告
げ
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
、
私
た
ち
の
国
籍
を
尋
ね
て
き
たA

fterw
ards﻿a﻿policem

an﻿

cam
e﻿up﻿&

﻿asked﻿our﻿nationality,﻿saying﻿that﻿if﻿w
e﻿w

atched﻿the﻿m
ovem

ents﻿of﻿the﻿troops﻿w
e﻿m

ust﻿give﻿our﻿

nam
es﻿&

﻿addresses.

」
と
す
る
（A

ug.﻿28

）。
た
だ
し
、
大
阪
に
お
け
る
外
国
人
の
取
締
の
実
態
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

第
三
節	

日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
認
識

戦
時
下
の
社
会
を
描
写
す
る
一
方
で
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
は
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
歴
史
や
現
状
に
つ
い
て
も
強
い
関
心
を
示

し
て
い
た
。

た
と
え
ば
、
ヘ
ー
デ
ン
夫
妻
は
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
に
対
し
て
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
禁
教
高
札
撤
廃
後
に
長
崎
の
友
人
（
宣
教
師
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六

の
こ
と
）
に
会
い
に
出
て
き
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
い
る
（A

ug﻿14

（
（2
（

）。
こ
の
人
物
は
関
西
学
院
で
教
鞭
を
と
っ
た
南

部
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
宣
教
師
の
ト
ー
マ
ス
・
ヘ
ー
デ
ン
（T

hom
as﻿H

enry﻿H
aden

）
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。
そ
し
て
、
日
記
の

欄
外
に
は
「
キ
リ
ス
ト
教
は
日
本
で
は
一
七
世
紀
と
一
八
世
紀
の
間
、
そ
し
て
一
八
七
三
年
ま
で
拒
絶
さ
れ
て
い
たChristianity﻿

refused﻿in﻿Japan﻿during﻿17th﻿&
﻿18th﻿centuries﻿&

﻿dow
n﻿to﻿1873.

」
と
い
う
メ
モ
書
き
が
あ
る
。
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
は
、
日

本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
解
禁
に
つ
い
て
の
諸
情
報
を
ヘ
ー
デ
ン
か
ら
得
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
宣
教
師
た
ち
か
ら
各
種
報
告
書
の
提
供
を
受
け
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
現
状
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
た
こ
と
が
次
の
記
述
か
ら
う
か
が
え
る
。

�

日
本
で
活
動
す
る
い
ろ
い
ろ
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
複
数
の
報
告
書
を
読
み
、
非
常
に
興
味
深
く
感
じ
た
。
数
年
の
う
ち
に
外
国
人
宣

教
師
た
ち
は
日
本
で
多
様
な
地
位
に
つ
く
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
長
老
教
会
に
は
す
ぐ
に
顕
著
な
変
化
が
起
き
る
だ

ろ
う
。
現
在
は
と
り
わ
け
福
音
伝
道
や
教
育
の
努
力
に
対
し
て
広
い
機
会
を
も
つ
時
期
で
あ
る
。
教
会
が
神
に
よ
っ
て
復
活
さ
せ

ら
れ
る
と
き
、
ど
れ
ほ
ど
そ
れ
が
伝
道
の
力
と
な
る
か
、
そ
し
て
こ
こ
に
中
国
の
希
望
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
（A

ug.﻿17

）。

�Reading﻿com
bined﻿report﻿of﻿the﻿different﻿m

issions﻿at﻿w
ork﻿in﻿Japan﻿&

﻿found﻿it﻿profoundly﻿interesting.﻿It﻿is﻿

quite﻿evident﻿that﻿in﻿a﻿few
﻿years﻿the﻿foreign﻿m

issionaries﻿w
ill﻿have﻿a﻿different﻿position﻿in﻿Japan﻿&

﻿in﻿fact﻿in﻿

the﻿Pres-Church﻿at﻿any﻿rate

［?

］there﻿is﻿already﻿a﻿m
arked﻿difference.﻿Still﻿it﻿is﻿a﻿day﻿of﻿w

ide﻿opportunity﻿

especially﻿for﻿evangelistic﻿&
﻿educational﻿effort.﻿W

hen﻿the﻿church﻿is﻿truly﻿revived﻿by﻿the﻿D
ivine﻿Spirit﻿w

hat﻿a﻿

m
issionary﻿pow

er﻿she﻿w
ill﻿be﻿&

﻿here﻿perhaps﻿is﻿China’s﻿hope.
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七

マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
は
、
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
発
展
に
希
望
を
抱
く
と
同
時
に
、
日
本
に
お
け
る
伝
道
活
動
の
進
展
が

中
国
に
も
良
い
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
る
。

し
か
し
、
同
時
代
の
日
本
で
は
、
日
本
人
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
や
宣
教
師
が
戦
時
体
制
に
協
力
し
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
本
多
庸
一
（
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
）
や
小
崎
弘
道
（
組
合
教
会
）
は
、
従
軍
布
教
師
や
従
軍
慰
問
使
の
派
遣
、
軍
人
に
対
す
る

激
励
や
伝
道
、
戦
地
や
内
地
で
の
軍
人
用
小
冊
子
の
配
布
・
印
刷
を
目
的
と
し
て
、
募
金
を
呼
び
か
け
た
。
ま
た
、
本
多
庸
一
は
日

露
戦
争
を
文
明
国
で
あ
る
日
本
が
専
制
国
家
で
あ
る
ロ
シ
ア
を
変
革
す
る
た
め
の
戦
い
で
あ
る
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
義
戦
論
を
展
開

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る（

（3
（

。
竹
本
の
研
究
は
、
京
都
在
住
の
宣
教
師
が
資
金
を
出
し
合
っ
て
遺
家
族
の
救
済
に
尽
力
し
た
こ
と
、
外

国
人
医
師
が
遺
家
族
の
無
料
診
療
を
計
画
し
た
こ
と
、
同
志
社
の
ラ
ー
ネ
ッ
ド
女
史
が
救
護
活
動
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た

う
え
で
、
外
国
人
の
戦
争
協
力
が
新
聞
紙
上
で
強
調
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
し
た（

（3
（

。

こ
れ
に
対
し
て
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
は
大
阪
訪
問
の
記
録
と
し
て
、「
女
性
が
ベ
ビ
ー
オ
ル
ガ
ン
を
演
奏
し
て
い
る
間
、〔
中
略
〕
日

本
人
の
布
教
者
が
小
冊
子
を
配
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
そ
の
女
性
は
実
に
に
こ
に
こ
顔
だ
っ
た
。
そ
の
隣
の
■
■
〔
一
字
不
鮮
明
〕

で
は
、
女
性
と
少
女
が
祈
祷
文
を
暗
唱
す
る
間
、
仏
教
の
出
版
物
を
配
布
す
る
仏
教
の
僧
侶
が
い
た
。Found﻿a﻿Japanese﻿

preacher﻿distributing﻿tracts,﻿w
hile﻿a﻿w

om
an﻿played﻿on﻿a﻿baby﻿organ﻿ [

…].﻿T
he﻿w

om
an’s﻿face﻿just﻿beam

ed.﻿A
t﻿

the﻿next﻿____﻿w
as﻿a﻿Buddhist﻿priest﻿distributing﻿Buddhist﻿literature﻿w

hile﻿a﻿w
om

an﻿&
﻿girl﻿recited﻿prayers.

」

と
記
す（A

ug.﻿28

）。
こ
の
記
述
の
判
読
に
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
だ
が
、少
な
く
と
も
戦
時
協
力
を
行
っ
て
い
た
現
地
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
や
宣
教
師
に
対
す
る
印
象
や
感
想
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
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一
一
八

第
三
章	　

日
露
戦
争
終
結
前
後
の
日
本
認
識

第
一
節	

講
和
会
議
へ
の
関
心

一
九
〇
五
年
五
月
二
七
日
か
ら
二
八
日
に
か
け
て
連
合
艦
隊
が
日
本
海
海
戦
で
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
破
る
と
、
六
月
一
日
に
高
平

小
五
郎
駐
米
公
使
が
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
米
大
統
領
に
講
和
の
あ
っ
せ
ん
を
要
請
し
、
八
月
一
〇
日
か
ら
ポ
ー
ツ
マ
ス
で
講
和
会
議
が

始
ま
っ
た（

（3
（

。
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
は
天
橋
立
観
光
か
ら
有
馬
温
泉
に
戻
っ
た
こ
ろ
に
こ
の
一
報
に
接
し
、「
講
和
会
議
が
ポ
ー
ツ
マ
ス
で

始
ま
っ
た
。
私
た
ち
は
み
な
そ
の
交
渉
が
成
功
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
るT

he﻿peace﻿conference﻿has﻿begun﻿at﻿Portsm
outh﻿

&
﻿w

e﻿are﻿all﻿praying﻿that﻿the﻿negotiations﻿m
ay﻿have﻿a﻿successful﻿issue.

」
と
す
る
（A

ug.﻿12

）。
そ
の
後
は
、
ロ
シ
ア

と
日
本
の
講
和
会
議
の
様
子
や（

（3
（

、
新
聞
の
号
外
に
よ
っ
て
各
種
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
書
き
留
め
る
な
ど
、
マ
ク

ニ
ュ
ー
ル
は
講
和
会
議
の
行
方
を
注
視
し
て
い
た（

（3
（

。

こ
の
と
き
、
桂
内
閣
は
八
月
二
八
日
に
伊
藤
博
文
、
山
県
有
朋
、
井
上
馨
の
三
元
老
が
出
席
し
た
閣
議
に
お
い
て
、
無
賠
償
・
無

併
合
で
も
講
和
に
応
じ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
は
、
財
政
負
担
の
限
界
、
動
員
兵
力
の
不
足
、
さ
ら
に
は
前
線
で
指
揮
を
執
る

将
校
の
損
耗
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
戦
争
継
続
を
難
し
い
と
判
断
し
た
た
め
と
さ
れ
る（

（3
（

。

一
方
、
日
本
側
の
講
和
条
件
は
ロ
シ
ア
側
の
リ
ー
ク
に
よ
っ
て
事
前
に
報
道
さ
れ
て
い
た
た
め
、
八
月
三
一
日
に
は
講
和
会
議
が

決
着
し
た
と
日
本
国
内
の
各
紙
が
報
道
し
た（

（3
（

。
日
記
に
み
え
る
、「
公
的
な
声
明
で
は
な
い
も
の
の
、
日
本
と
ロ
シ
ア
の
間
の
和
平

が
批
准
さ
れ
た
と
い
う
話
を
聞
い
たH

eard﻿that﻿new
s﻿of﻿peace﻿betw

een﻿Russia﻿&
﻿Japan﻿had﻿been﻿confirm

ed,﻿

although﻿no﻿offi
cial﻿announcem

ent.

」
と
の
記
述
は
、
日
本
国
内
の
報
道
か
ら
の
伝
聞
で
あ
ろ
う
（A

ug.﻿31.

）。

翌
九
月
一
日
に
な
る
と
、
大
阪
朝
日
新
聞
は
講
和
条
約
破
棄
を
訴
え
る
記
事
や
社
説
を
掲
載
し
、
翌
二
日
に
は
講
和
問
題
同
志
聯
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華
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一
一
九

合
会
が
五
日
に
日
比
谷
公
園
で
の
演
説
会
や
懇
親
会
を
開
催
し
、
枢
密
顧
問
官
へ
陳
情
を
行
う
よ
う
を
呼
び
掛
け
た（

（3
（

。
マ
ク
ニ
ュ
ー

ル
は
ブ
ラ
イ
ア
ン
（
詳
細
不
明
。
関
西
で
活
動
し
て
い
た
宣
教
師
か
）
の
言
と
し
て
、
彼
が
活
動
す
る
伝
道
地
域
（
瀬
戸
内
海
か
）

で
は
住
民
が
、「
ロ
シ
ア
と
取
り
決
め
ら
れ
た
講
和
条
件
を
聞
い
て
か
ん
か
ん
に
怒
っ
て
い
る
と
言
うSays﻿the﻿people﻿are﻿w

ild﻿

about﻿the﻿term
s﻿of﻿peace﻿arranged﻿w

ith﻿Russian.

」
と
し
て
い
る
（Sep﻿4

）。

九
月
五
日
に
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
が
調
印
さ
れ
る
が
、
日
本
が
こ
の
講
和
条
約
で
獲
得
し
た
の
は
、
日
本
の
韓
国
に
対
す
る
監
督
権
、

旅
順
・
大
連
の
租
借
権
と
長
春
以
南
の
鉄
道
お
よ
び
そ
の
付
属
地
、
南
樺
太
と
そ
の
島
嶼
部
、
そ
し
て
沿
海
州
と
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の

漁
業
権
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
講
和
内
容
を
屈
辱
的
と
し
た
一
般
民
衆
の
怒
り
の
矛
先
は
、
政
府
に
向
け
ら
れ
た
。
東
京
で
は
同
日

午
後
一
時
過
ぎ
か
ら
講
和
反
対
国
民
大
会
が
始
ま
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
集
ま
っ
た
群
衆
が
御
用
新
聞
と
し
て
批
判
を
浴
び
て
い
た

国
民
新
聞
社
の
施
設
を
破
壊
し
、
内
務
大
臣
官
邸
に
乱
入
し
た
。
さ
ら
に
は
都
市
下
層
民
に
よ
る
警
察
署
や
派
出
所
の
破
壊
焼
き
討

ち
が
都
内
各
所
で
発
生
し
、翌
六
日
に
は
浅
草
の
キ
リ
ス
ト
教
会
や
関
係
者
宅
も
そ
の
被
害
に
あ
っ
た
。
こ
の
混
乱
は
、七
日
に
な
っ

て
近
衛
師
団
及
び
第
一
師
団
が
出
動
し
た
こ
と
で
収
束
に
向
か
う（

（3
（

。
以
上
が
日
比
谷
焼
き
打
ち
事
件
の
経
緯
で
あ
る
。

こ
の
事
件
の
詳
細
は
時
間
差
で
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
の
も
と
に
も
伝
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
六
日
の
日
記
に
は
「
講
和
条
件
へ
の
批
判

で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
新
聞
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
反
対
し
て
い
る
。
人
々
は
憤
慨
し
、
政
府
が
規
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
国
民
大
会
を

開
い
て
い
るN

ew
spapers﻿full﻿of﻿criticism

﻿of﻿peace﻿term
s﻿nearly﻿all﻿adverse.﻿People﻿very﻿indignant﻿&

﻿holding﻿

m
ass﻿m

eeting﻿w
hich﻿the﻿Govt﻿is﻿seeking﻿to﻿restrain.

」（Sep.﻿6
）
と
、
前
日
の
五
日
に
開
催
さ
れ
た
講
和
反
対
国
民
大
会

の
様
子
が
語
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
七
日
に
な
っ
て
か
ら
「
昨
日
の
新
聞
は
講
和
条
件
を
め
ぐ
っ
て
東
京
で
発
生
し
た
暴
動
の
記
述
で
も
ち
き
り
で
あ
る
。

多
く
の
警
察
署
が
群
衆
に
破
壊
さ
れ
たY

esterday’s﻿paper﻿full﻿of﻿accounts﻿of﻿rioting﻿at﻿T
okio﻿over﻿peace﻿term

s.﻿



在
華
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
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記
に
見
え
る
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露
戦
争
末
期
の
京
都
・
神
戸
・
大
阪
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一
二
〇

M
any﻿of﻿the﻿police﻿station﻿destroyed﻿by﻿m

ob.

」
と
記
し
た
（Sep.﻿7

）。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
彼
が
キ
リ
ス
ト
教
会
襲
撃

の
一
報
に
接
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

第
二
節	
日
比
谷
焼
き
打
ち
事
件
と
「
伊
勢
神
宮
不
敬
事
件
」

他
方
で
、
日
比
谷
焼
き
打
ち
事
件
を
書
き
留
め
た
数
行
後
に
み
え
る
次
の
記
述
が
着
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
ブ
ラ
イ
ア
ン
氏

が
言
う
に
は
、
数
年
前
、
日
本
の
文
部
大
臣
が
靴
を
履
い
て
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま
神
社
に
入
り
、
神
殿
を
覆
っ
て
い
る
カ
ー
テ
ン

を
杖
で
払
い
の
け
た
と
い
う
。
そ
の
直
後
、
彼
は
そ
の
神
社
冒
瀆
の
た
め
に
議
事
堂
に
お
い
て
包
丁
で
刺
さ
れ
たM

r.﻿Bryan﻿

says﻿that﻿som
e﻿years﻿ago﻿the﻿M

inister﻿for﻿Education﻿in﻿Japan﻿w
ent﻿into﻿a﻿Shinto﻿T

em
ple﻿w

ith﻿his﻿shoes﻿&
﻿hat﻿

on﻿&
﻿pushed﻿aside﻿a﻿curtain﻿covering﻿a﻿shrine﻿w

ith﻿his﻿stick.﻿Shortly﻿afterw
ards﻿he﻿w

as﻿stabbed﻿w
ith﻿a﻿

butcher﻿knife﻿in﻿Parliam
ent﻿H

ouse﻿for﻿his﻿desecration﻿of﻿the﻿tem
ple.

」
と
の
記
述
で
あ
る
（Sep.﻿7

）。
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル

は
な
ぜ
「
伊
勢
神
宮
不
敬
事
件
」
を
日
記
に
書
き
留
め
た
の
か
。

ま
ず
、「
文
部
大
臣
」
と
さ
れ
る
の
は
、
森
有
礼
で
あ
る
。
一
八
四
七
年
に
薩
摩
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
た
森
有
礼
は
、
藩
が
創
設

し
た
洋
学
開
成
所
で
英
学
に
触
れ
た
後
、
一
八
六
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
学
ぶ
。
し
か
し
、
藩
財
政
の
窮
乏

を
う
け
て
、
一
八
六
七
年
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
航
し
、
宗
教
家
ト
ー
マ
ス
・
ハ
リ
ス
（T

hom
as﻿Lake﻿H

arris

）
が
主
宰
す
る
キ
リ

ス
ト
教
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
新
生
団
に
参
加
し
た
。
一
八
六
八
年
六
月
に
帰
国
し
た
後
、
森
は
明
治
新
政
府
の
も
と
で
米
国
駐
在
公
使
、

清
国
駐
在
公
使
、
さ
ら
に
は
条
約
改
正
交
渉
を
担
当
す
る
駐
英
全
権
公
使
を
歴
任
し
た
。
一
八
八
四
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
国
し

た
の
ち
、
一
八
八
五
年
一
二
月
に
は
伊
藤
博
文
内
閣
の
文
部
大
臣
と
し
て
入
閣
し
、
各
種
学
校
令
を
制
定
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ

る（
（4
（

。
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華
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一
二
一

次
に
、
伊
勢
神
宮
不
敬
事
件
の
経
緯
を
見
て
み
よ
う
。
森
は
教
育
施
設
視
察
の
途
上
の
一
八
八
七
年
一
一
月
に
伊
勢
神
宮
を
訪
問

し
た
。
こ
の
際
、
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
内
宮
に
進
も
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
神
官
に
制
止
さ
れ
、
最
敬
礼
を
し
て
退
出
す
る
と
い
う
事
件

が
起
こ
っ
た
。
実
際
は
、
側
門
を
通
じ
て
内
部
に
入
る
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
官
の
策
略
に
よ
り
森
は
御
帳
を

く
ぐ
っ
て
参
進
を
試
み
た
た
め
制
止
さ
れ
る
格
好
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
森
を
極
端
な
欧
化
主
義
者
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と

誤
解
し
た
神
官
た
ち
が
、
神
道
の
国
教
化
否
定
や
編
暦
事
業
の
再
編
に
反
発
し
て
い
た
た
め
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る（
（4
（

。実
際
、「
日
本
の
文
部
大
臣
が
靴
を
履
い
て
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
ま
ま
神
社
に
入
り
、
神
殿
を
覆
っ
て
い
る
カ
ー
テ
ン
を
杖
で
払
い

の
け
た
」
と
い
う
行
為
は
神
官
が
流
布
し
た
根
拠
の
な
い
噂
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。
し
か
し
、
一
九
世
紀
末
に
日
本
に
関

す
る
数
多
く
の
著
作
を
残
し
た
ロ
ー
エ
ル
は
「
報
ぜ
ら
れ
た
よ
う
な
振
舞
を
し
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
疑
い
を
容
れ

な
い（

（4
（

」
と
指
摘
し
て
お
り
、（
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
を
含
む
）
外
国
人
は
そ
の
行
為
を
真
実
と
し
て
受
け
止
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
森
有
礼
の
暗
殺
の
経
緯
で
あ
る
。
一
八
八
九
年
二
月
の
早
朝
、
永
田
町
の
自
宅
で
森
が
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
の
式
典

出
席
に
む
け
て
準
備
し
て
い
る
と
き
、
急
用
を
口
実
に
山
口
県
士
族
の
西
野
文
太
郎
が
面
会
を
求
め
て
き
た
。
そ
し
て
、
森
が
二
階

の
自
室
か
ら
下
り
て
く
る
と
、
西
野
は
伊
勢
神
宮
に
対
す
る
不
敬
行
為
の
報
復
と
し
て
出
刃
包
丁
で
暗
殺
に
及
ん
だ（

（4
（

。
マ
ク
ニ
ュ
ー

ル
の
、「
そ
の
直
後
、
彼
は
そ
の
神
社
冒
瀆
の
た
め
に
議
事
堂
に
お
い
て
肉
切
り
包
丁
で
刺
さ
れ
た
」
と
い
う
記
述
は
、
殺
害
現
場

が
「
議
事
堂
」
で
は
な
く
自
宅
で
あ
っ
た
こ
と
以
外
に
、
大
き
な
誤
り
は
な
い
。

逃
走
を
企
て
た
西
野
は
護
衛
官
に
殺
害
さ
れ
た
が
、
ロ
ー
エ
ル
は
新
聞
各
紙
が
西
野
の
行
動
を
称
賛
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
外

国
人
に
と
っ
て
は
、
暗
殺
者
に
捧
げ
ら
れ
る
、
こ
う
い
っ
た
死
後
の
人
気
と
い
う
も
の
は
、
気
味
の
悪
い
も
の
で
あ
っ
た
」
と
評
す

る（
（4
（

。
犬
塚
孝
明
も
、
ド
イ
ツ
人
医
師
ベ
ル
ツ
の
日
記
を
引
用
し
、
西
野
を
英
雄
視
す
る
新
聞
の
論
調
や
西
野
の
墓
参
り
を
す
る
民
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華
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師
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末
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一
二
二

衆
の
様
子
に
ベ
ル
ツ
自
身
が
異
常
性
を
感
じ
取
っ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る（

（4
（

。
ロ
ー
エ
ル
が
指
摘
す
る
「
気
味
の
悪
い
も
の
」

も
し
く
は
ベ
ル
ツ
の
指
摘
す
る
異
常
性
と
は
、
暗
殺
者
を
称
賛
す
る
よ
う
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

一
方
、
藤
野
裕
子
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
戦
時
中
の
日
本
で
は
各
種
メ
デ
ィ
ア
の
過
剰
な
戦
勝
報
道
、
提
灯
行
列
や
祝
勝
会
の
開

催
、
さ
ら
に
は
「
露
探
（
ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
）」
摘
発
な
ど
を
通
じ
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
め
ら
れ
て
い
っ
た
が
、「
戦
時
下
に
即

席
で
高
め
ら
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
瞬
時
に
政
府
批
判
に
転
じ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
の
で
あ
る（

（4
（

」。
藤
野
は
日
比
谷
焼
き

打
ち
事
件
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
都
市
部
に
お
け
る
男
性
労
働
者
の
急
増
を
指
摘
す
る
が（

（4
（

、
少
な
く
と
も
事
件
の
一
報
に
接
し
た

マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
は
、
伊
勢
神
宮
不
敬
事
件
に
み
ら
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
と
関
連
付
け
て
、
戦
時
下
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
暴
走
を
肌
で
感
じ
取
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
の
日
記
を
手
掛
か
り
に
、
日
露
戦
争
末
期
の
京
都
・
神
戸
・
大
阪
の
様
子
を
紹
介
し
た
。
本
稿
に
お

け
る
初
歩
的
な
考
察
で
得
ら
れ
た
知
見
は
以
下
二
点
で
あ
ろ
う
。

一
つ
目
は
、
日
記
に
記
録
さ
れ
た
戦
時
下
の
社
会
の
様
子
で
あ
る
。
日
記
に
は
兵
士
た
ち
の
出
征
の
様
子
、
負
傷
兵
の
存
在
や
民

衆
の
生
活
苦
な
ど
が
各
所
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
た
だ
し
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
自
身
が
警
察
の
監
視
対
象
と
な
っ
て
い
た

可
能
性
が
高
く
、
あ
る
程
度
の
行
動
の
制
限
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
宣
教
師
と
し
て
の
立
場
上
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト

教
伝
道
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う
と
し
た
姿
勢
も
垣
間
見
え
る
。
二
つ
目
は
、日
露
戦
争
終
結
前
後
の
様
子
で
あ
る
。
マ
ク
ニ
ュ
ー

ル
は
日
本
滞
在
初
期
か
ら
講
和
会
議
の
動
向
を
注
視
し
て
い
た
。
し
か
し
、
政
府
の
妥
協
的
な
講
和
に
対
し
て
日
比
谷
焼
き
打
ち
事



在
華
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
日
記
に
見
え
る
日
露
戦
争
末
期
の
京
都
・
神
戸
・
大
阪
﻿

一
二
三

件
が
発
生
す
る
と
、
伊
勢
神
宮
不
敬
事
件
の
顛
末
か
ら
、
戦
争
末
期
の
日
本
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
暴
走
に
も
注
意
を
向
け

る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
〇
二
年
に
か
け
て
同
志
社
で
学
ん
だ
松
岡
荒
村
が
注
目
さ
れ
る
。
彼
は
一
九
〇
四
年

七
月
に
結
核
で
夭
逝
す
る
が
、
早
稲
田
大
学
在
学
中
に
社
会
主
義
に
強
い
関
心
を
抱
き
、
日
露
戦
争
開
戦
後
は
『
平
民
新
聞
』
で
非

戦
論
を
訴
え
る
と
同
時
に
、「
君
が
代
」
批
判
を
通
じ
て
高
ま
り
ゆ
く
愛
国
意
識
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た（

（4
（

。
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
が
戦
争
末

期
に
目
撃
し
た
の
は
、
松
岡
ら
非
戦
論
者
が
批
判
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
稿
は
日
記
と
い
う
一
次
史
料
に
依
拠
し
た
初
歩
的
な
研
究
で
あ
る
。
今
後
は
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
が
日
本
で
交
流
し
た
宣
教
師
に

関
す
る
資
料
の
収
集
や
日
本
滞
在
が
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
の
後
の
活
動
に
与
え
た
影
響
な
ど
、よ
り
多
面
的
な
分
析
が
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
注
）

（
１
）
彼
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
華
南
中
国
の
近
代
と
キ
リ
ス
ト
教
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
、
第
五
章
）
に
て
概
説
し
た
。
ま
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
確
認
で
き
る
『
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
家
族
文
書
』
の
書
誌
情
報
に
は
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
の
家
系
に
つ
い
て
の
簡
明
な
解
説
も
含
ま
れ
て
い
る

（https://hakena.otago.ac.nz/SCRIPT
S/M

W
IM

A
IN

.D
LL/143211022/2/8/3961?RECO

RD
&

D
A

T
A

BA
SE=D

ESCRIPT
IO

N
&

U
N

IO
N

=Y

　

二
〇
二
〇
年
一
一
月
一
日
閲
覧
）。

（
2
）
大
濱
徹
也
『
庶
民
の
み
た
日
清
・
日
露
戦
争
：
帝
国
へ
の
歩
み
』
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
三
年
。

（
3
）
藤
井
松
一
「
日
露
戦
時
下
に
お
け
る
地
方
経
済
の
動
向
：「
京
都
府
日
露
時
局
記
事
」
を
中
心
に
」『
歴
史
評
論
』
第
二
八
八
号
、
一
九
七
四
年
四
月
、

四
四
―
六
二
頁
。
竹
本
知
行
「
戦
時
下
の
市
民
生
活
：
京
都
の
場
合
」『
軍
事
史
学
』
第
四
一
巻
第
一
・
二
合
併
号
、
二
〇
〇
五
年
六
月
、
一
六
七
―

一
八
三
頁
。
上
田
学
「
近
代
日
本
に
お
け
る
視
覚
メ
デ
ィ
ア
の
転
換
期
に
関
す
る
一
考
察
：
日
露
戦
争
期
京
都
の
諸
団
体
に
よ
る
幻
燈
及
び
活
動
写
真

の
上
映
活
動
を
中
心
に
」『
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
』
第
四
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
一
〇
九
―
一
一
九
頁
。

（
4
）
中
村
健
之
介
『
宣
教
師
ニ
コ
ラ
イ
と
明
治
日
本
』
岩
波
新
書
、
一
九
九
六
年
、
第
四
章
。



在
華
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
日
記
に
見
え
る
日
露
戦
争
末
期
の
京
都
・
神
戸
・
大
阪
﻿

一
二
四

（
5
）
小
泉
凡
「
来
日
外
国
人
の
み
た
日
露
戦
争
：
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
戦
時
下
の
日
本
」『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
第
四
一
号
、
二
〇
〇
五

年
六
月
、
六
三
―
七
六
頁
。

（
6
）
石
本
理
彩
「
日
清
・
日
露
戦
争
に
お
け
る
外
国
人
記
者
の
処
遇
に
つ
い
て
：
従
軍
に
関
す
る
諸
規
則
を
中
心
に
」『
交
通
史
研
究
』
第
九
二
巻
、
二

〇
一
八
年
三
月
、
一
―
二
四
頁
。

（
7
）
本
稿
に
関
連
し
、
筆
者
は
か
つ
て
明
治
学
院
大
学
キ
リ
ス
ト
教
研
究
所
発
行
の
小
冊
子
『
あ
ん
げ
ろ
す
』
第
七
三
号
（
二
〇
一
七
年
七
月
、
二
―
三

頁
）
に
「
あ
る
在
華
宣
教
師
の
日
本
（
人
）
イ
メ
ー
ジ
」
と
題
し
た
コ
ラ
ム
で
、
マ
ク
ニ
ュ
ー
ル
の
日
記
を
紹
介
し
た
。
し
か
し
、
本
稿
執
筆
に
際
し

て
は
各
種
資
料
を
追
加
し
、
内
容
を
大
幅
に
改
め
た
。

（
8
）A

pril﻿20,﻿1905.﻿[
…]﻿A

long﻿at﻿M
r.﻿Boggs’.﻿T

alking﻿about﻿Japan.﻿

以
下
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
外
国
人
名
の
英
語
表
記
は
以
下
の
文
献
に
依

拠
し
て
い
る
。D

irectory of Protestant M
issionaries in China, Japan &

 Corea for the year 1904,﻿H
ongkong:﻿the﻿“D

aily﻿Press”﻿
O

ffi
ce,﻿1 904.﻿

本
資
料
は
イ
ェ
ー
ル
大
学
神
学
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
（https://w

eb.library.yale.edu/divinity/digital-
collections﻿

二
〇
二
〇
年
一
一
月
一
日
閲
覧
）。

（
9
）June﻿5,﻿1905.﻿[

…]﻿A
long﻿to﻿see﻿M

r.﻿Boggs﻿&
﻿had﻿talk﻿about﻿Japan.﻿T

o﻿engage﻿passage.

（
10
）June﻿21,﻿1905.﻿[

…]﻿M
cK

ays[sic]﻿intend﻿going﻿to﻿Japan.

（
11
）“T

able﻿T
alk,”﻿T

he O
utlook,﻿A

ugust﻿26,﻿1905,﻿p.﻿5.

（
12
）July﻿4,﻿1905.﻿Boggs﻿started﻿off﻿for﻿Japan.

（
13
）“T

able﻿T
alk,”﻿T

he O
utlook,﻿Septem

ber﻿9,﻿1905,﻿p.﻿4.

（
14
）February﻿10,﻿1904.﻿[

…]﻿Japan﻿declared﻿w
ar﻿w

ith﻿Russia﻿to-day﻿but﻿really﻿com
m

enced﻿hostility﻿on﻿M
onday.﻿D

ecisively﻿on﻿side﻿
of﻿Japs.﻿

（
15
）A

pril﻿14,﻿1904.﻿A
cross﻿ferry﻿&

﻿along﻿to﻿Pak﻿T
s’uen.﻿Saw

﻿a﻿Paak﻿T
’ong﻿m

an﻿catching﻿crab﻿w
ho﻿had﻿been﻿in﻿all﻿the﻿K

am
﻿Shan﻿

&
﻿Japan﻿as﻿w

ell﻿but﻿said﻿he﻿w
as﻿still﻿poor.

（
16
）D

ecem
ber﻿31,﻿1904.﻿[

…]﻿In﻿afternoon﻿along﻿w
ith﻿M

essrs﻿Burkw
all﻿&

﻿Boggs﻿&
﻿M

aw
son﻿w

ent﻿to﻿see﻿the﻿Japanese﻿Buddhist﻿
m

onastery﻿on﻿Fati.﻿T
he﻿Jap-priest﻿w

as﻿at﻿another﻿tem
ple﻿&

﻿had﻿talk﻿w
ith﻿his﻿interpreter.﻿[

…]

（
17
） A

pril﻿18,﻿1903.﻿[

…]﻿W
ent﻿right﻿out﻿to﻿K

oon﻿T
’in.﻿A

t﻿that﻿village﻿saw
﻿a﻿m

an–﻿sing﻿Loh–﻿in﻿charge﻿of﻿a﻿pig﻿bristle﻿establishm
ent,﻿



在
華
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
日
記
に
見
え
る
日
露
戦
争
末
期
の
京
都
・
神
戸
・
大
阪
﻿

一
二
五

had﻿been﻿in﻿Japan.﻿M
r.﻿Boggs﻿&

﻿he﻿had﻿conversation﻿in﻿Japanese.
（
18
）
有
馬
温
泉
周
辺
の
地
名
や
駅
名
に
関
し
て
は
小
沢
清
躬
『
有
馬
温
泉
史
話
』（
五
典
書
院
、
一
九
三
八
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
19
）
福
知
山
聯
隊
史
編
集
委
員
会
編
『
福
知
山
聯
隊
史
』
福
知
山
聯
隊
史
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
、
八
―
九
頁
。
編
成
当
初
、
本
部
は
大
阪
府
下
東
区
に

置
か
れ
て
い
た
が
、
一
八
九
八
年
八
月
に
は
兵
舎
の
完
成
に
伴
い
福
知
山
町
に
移
転
し
た
（
同
上
書
）。

（
20
）
同
上
書
、
一
〇
―
三
六
頁
。

（
21
）
同
上
書
、
三
六
頁
。

（
22
）
大
濱
徹
也
、
前
掲
書
、
一
七
〇
―
一
七
一
頁
。

（
23
）
大
濱
徹
也
、
前
掲
書
、
一
七
二
―
一
七
四
頁
。

（
24
）
大
濱
徹
也
、
前
掲
書
、
一
七
七
―
一
七
八
頁
。

（
25
）
青
木
正
和
『
結
核
の
歴
史
：
日
本
社
会
と
の
関
わ
り　

そ
の
過
去
、
現
在
、
未
来
』
講
談
社
、
二
〇
〇
三
年
、
一
三
八
―
一
三
九
頁
。

（
26
）「
軍
事
視
察
人
の
取
締
」『
京
都
府
日
露
時
局
記
事
（
稿
本
一
一
、
一
二
）』
出
版
社
不
明
、
一
九
〇
六
年
。
本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
「
京
都
府
立
京

都
学
・
歴
彩
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（
公
開
）」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
を
閲
覧
し
た
（http://w

w
w

.archives.kyoto.jp/w
ebsearchpe/　

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
閲
覧
）。

（
27
）「
敵
国
及
交
際
国
人
の
保
護
」『
京
都
府
日
露
時
局
記
事
（
稿
本
一
一
、
一
二
）』、
前
掲
書
。

（
28
）「
軍
事
視
察
人
の
取
締
」『
京
都
府
日
露
時
局
記
事
（
稿
本
一
一
、
一
二
）』、
前
掲
書
。

（
29
） A

ugust﻿14,﻿1905.﻿A
fter﻿supper﻿w

e﻿all﻿w
ent﻿out﻿to﻿M

r.﻿&
﻿M

rs.﻿Scott’s.﻿T
here﻿m

et﻿a﻿M
r.﻿&

﻿M
rs.﻿H

aden﻿&
﻿several﻿ladies.﻿H

eard﻿
som

e﻿interesting﻿facts﻿about﻿the﻿rem
nants﻿of﻿the﻿old﻿R.﻿C.﻿m

ission﻿in﻿Japan.﻿N
ot﻿long﻿ago﻿a﻿Japanese﻿w

ho﻿had﻿spent﻿all﻿his﻿life﻿
in﻿a﻿village﻿in﻿the﻿interior﻿w

ent﻿dow
n﻿to﻿the﻿coast﻿to﻿visit﻿a﻿friend﻿at﻿N

agasaki.[

…]﻿

一
八
六
五
年
の
浦
上
天
主
堂
建
立
を
契
機
と
し
た

「
キ
リ
シ
タ
ン
の
復
活
」
に
つ
い
て
は
、
海
老
名
有
道
・
大
内
三
郎
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
』（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
七
〇
年
、
一
二
〇
―
一

二
一
頁
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（
30
） 

学
院
史
編
纂
室
「
関
西
学
院
事
典　

増
補
改
訂
版
」https://w

w
w

.kw
ansei.ac.jp/r_history/r_history_m

_001222/detail/r_history_008574.
htm

l　
（
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
閲
覧
）

（
31
）
大
濱
徹
也
、
前
掲
書
、
二
〇
三
―
二
〇
五
頁
。
こ
れ
以
外
に
日
露
戦
争
中
の
宗
教
界
の
動
向
は
小
川
原
正
道
『
近
代
日
本
の
戦
争
と
宗
教
』（
講
談



在
華
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
日
記
に
見
え
る
日
露
戦
争
末
期
の
京
都
・
神
戸
・
大
阪
﻿

一
二
六

社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
一
〇
年
、
第
五
章
）
に
も
詳
し
い
。

（
32
）
竹
本
知
行
、
前
掲
論
文
、
一
七
五
頁
。

（
33
）
飯
塚
一
幸
『
日
本
近
代
の
歴
史
三　

日
清
・
日
露
戦
争
と
帝
国
日
本
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
、
一
二
二
―
一
二
三
頁
。

（
34
）A

ugust﻿16,﻿1905.﻿[

…]﻿N
egotiation﻿for﻿peace﻿still﻿going﻿on﻿but﻿Russian﻿unw

illing﻿to﻿pay﻿an﻿indem
nity﻿&

﻿cede﻿Saghalien.
（
35
）A

ugust﻿23,﻿1905.﻿Every﻿now
﻿&

﻿then﻿a﻿new
spaper﻿rum

or﻿com
es﻿round﻿w

ith﻿“extras”﻿re﻿peace﻿conference.﻿H
as﻿a﻿num

ber﻿of﻿
bells﻿strung﻿on﻿w

aist﻿band﻿at﻿the﻿back﻿&
﻿as﻿he﻿runs﻿they﻿ring.

（
36
）
飯
塚
一
幸
、
前
掲
書
、
一
二
三
―
一
二
四
頁
。

（
37
）
飯
塚
一
幸
、
前
掲
書
、
一
二
四
―
一
二
五
頁
。

（
38
）
飯
塚
一
幸
、
前
掲
書
、
一
二
五
頁
。

（
39
）
飯
塚
一
幸
、
前
掲
書
、
一
二
四
―
一
二
六
頁
。

（
40
）
本
節
で
紹
介
し
た
森
有
礼
の
経
歴
は
、
犬
塚
孝
明
『
森
有
礼
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）
の
各
章
を
参
照
し
た
。
な
お
、
森
が
新
島
襄
の
ア

メ
リ
カ
留
学
を
あ
っ
せ
ん
し
、
彼
に
私
立
学
校
の
創
設
を
勧
め
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
同
上
書
、
一
三
〇
頁
）。

（
41
）
犬
塚
孝
明
、
前
掲
書
、
二
八
八
―
二
八
九
頁
。

（
42
）
犬
塚
孝
明
、
前
掲
書
、
二
八
九
頁
。

（
43
）
伊
吹
浄
編
・
中
村
都
史
子
訳
『
日
本
と
朝
鮮
の
暗
殺
：
ロ
ー
エ
ル
・
レ
ポ
ー
ト
』
公
論
社
、
一
九
七
九
年
、
一
三
二
頁
。

（
44
）
犬
塚
孝
明
、
前
掲
書
、
二
九
八
―
三
〇
〇
頁
。

（
45
）
伊
藤
浄
編
・
中
村
都
史
子
訳
、
前
掲
書
、
一
三
八
頁
。

（
46
）
犬
塚
孝
明
、
前
掲
書
、
三
〇
〇
―
三
〇
一
頁
。
森
暗
殺
に
対
す
る
民
衆
の
反
応
は
、
一
坂
太
郎
の
近
著
『
暗
殺
の
幕
末
維
新
史
：
桜
田
門
外
の
変
か

ら
大
久
保
利
通
暗
殺
ま
で
』（
中
公
新
書
、
二
〇
二
〇
年
、
二
二
六
―
二
二
七
頁
）
で
も
若
干
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
47
）
藤
野
裕
子
『
民
衆
暴
力
：
一
揆
・
暴
動
・
虐
殺
の
日
本
近
代
』
中
公
新
書
、
二
〇
二
〇
年
、
一
一
〇
―
一
一
五
頁
。
本
文
中
の
引
用
箇
所
は
同
上
書

一
一
五
頁
に
み
え
る
。

（
48
）
同
上
書
、
一
一
八
―
一
三
二
頁
。

（
49
）『
同
志
社
百
年
史　

通
史
編
一
』
学
校
法
人
同
志
社
、
一
九
七
九
年
、
四
八
二
―
四
八
八
頁
。


